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小・中学校の学習環境のあり方検討協議会を設置しました 

相武台地区３小学校（相武台小、緑台小、もえぎ台小）では、少子高齢化による児童

数の減少により、昭和56年の3,256人をピークに児童数が減少傾向にあり、今後も児

童数の減少は続くと予想されます。 

特に、平成29年度から相武台小学校は１学年１学級のみの学年が生じ、過小規模校

となり、平成31年度からもえぎ台小学校が過小規模校になると予測されています。 

こうしたことから、相武台地区３小学校の学習環境のあり方の検討を行うため、平成

30年8月10日に「相武台周辺地域小・中学校の学習環境のあり方検討協議会」を設置

し、10月24日には、第２回検討協議会を開催し、現状と課題の整理・共有を行いまし

た。 

地域の皆様におかれましては、検討協議会の活動に、ご理解ご協力をお願いします。 

検討協議会委員の構成 

・自治会長（４名） 
・公民館長（１名） 
・地区社協・民生委員の長（２名） 
・ＰＴＡから各校２名選出（８名） 
・相武台小学校、緑台小学校、 
もえぎ台小学校、相武台中学校 

第１回検討協議会の内容 

○相武台地区の状況について 
○検討協議会の設置及び規約に

ついて 
○会長・副会長の選出について 
○今後の進め方について 

第２回検討協議会で話し合ったこと 

○相武台地域の小・中学校の現状と課題について、

グループワークを行い、その内容を各委員の選

出母体で検討・意見集約して、第３回検討協議

会で、持ち寄って整理することになりました。 
（委員の主な意見） 
・学校が統合すれば、子どもたちがバラエティに

富んだ活発な学校生活が送れるのではないか。 
・子どもの人数が少ないと、クラス替えをしても

変わった感じがしない。 
・過小規模校は好ましくない。１番取り組むべき

課題である。 
・少人数のデメリットを、メリットに変えていく

方法もあるのではないか。 
・子どもの遊び場が少ないという課題がある。 



 
 

 
相武台地区３小学校の直近６年間の児童数実績及び推計 ※特別支援学級を含まない普通学級のみ 

 
 
 
 
 
 
児童生徒の学習環境にとって望ましい学校規模 

 
 
 
 

望ましい学校規模の考え方 
・人間関係の固定化を防ぎ、児童生徒同士が切磋琢磨できる環境を作るには、クラス替えが

必要。 
・多様な学習形態を採るためには、学年ごとに、小学校は３学級以上あることが望ましい。 
 
 
 
※ 「相武台周辺地域小・中学校の学習環境のあり方検討協議会ニュース」は、相武台小学

校、緑台小学校、もえぎ台小学校、相武台中学校の保護者の方に配付し、相武台地域の

自治会に回覧しています。検討協議会の結果概要と資料は、市の行政資料コーナー、相

武台公民館、相武台小学校、緑台小学校、もえぎ台小学校、相武台中学校でご覧いただ

けます。 
 
 
 
 

小学校 １８～２４学級（１学年３～４学級） 

中学校 １５～２１学級（１学年５～７学級） 

事務局（お問合せ先） 

相模原市教育委員会 教育局 教育環境部 学務課 

電話 ０４２－７６９－８２８２（直通） 

第３回検討協議会 

平成31年1月18日（金）午後7時～ 

相武台まちづくりセンター 

まちづくり会議室 

（参考データ）相武台地区では、子どもの数が減っています 

相模原市立小中学校の望ましい学校規模のあり方に関する基本方針 

（平成２９年３月策定、抜粋） 


